
178- 人工呼吸:21巻2号

A-2-57 救急外来における NPPVに関する指導を実践して
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【はじめに]当院では平成13年より急性
期に対する NPPV導入を行ってきたが、

操作やマスクフィッティングの手技が思

うように定着しなかった。そこで何が問題

なのかを確認し、救急外来におけるNPP

Vの活用と、手技の定着を図るため改善策

を検討した。

【方法]NPPVに関するアンケートを施

行。

構成内容を工夫した勉強会を実施。

救急外来独自の操作マニュアルを作成・活

用。

再度、アンケート とテス トを施行し、勉強

会前後の比較。

【結果と考察I勉強会前のアンケートでは
8割ができないと答え、テストでは約半数
の人が「わからなし、」という結果となった。

アンケート・テスト結果から、従来の学習

方法を検討する必要が出てきた。学習方法

としては救急外来独自の操作マニュアル

を作成、それを用いて実際にNPPVに触

れて設定を行う実践を取り入れた参加方

式にした。また、全員が機械操作ができる

よう少人数制で、数回行った。

勉強会後のテスト結果では正解率が 6

5%から 91%へ上昇した。アンケートで

の意識調査結果では勉強会前では、 NPPV
の理解、設定、マスクフィッティングがで

きますか?の質問に対して、「できない、

あまりできなし、」との答えが8割で、あった

が、勉強会後では「できる、ややできる」

と答えた人がほとんどだった。NPPV使

用に対しての不安の内容にも変化がみら

れ、勉強会前に比較して知識、技術に対す

る不安は減少し、 Drに対する不安がわず

かながら増加。また新たに経験不足に対す

る不安が出てきた。スタッフへ勉強会に出

席してNPPVに対する意識が変わった

か?との質問に fNPPVが少しは理解で

きるようになったJfNPPVに触れるよう
になったJなど勉強会をしたことでスタッ

フの意識に変化がみられた。また「積極的

に使用して行きたし、Jf勉強会を持ってほ
しい」等の意見もあり、敬遠されがちだ、っ

た NPPVに対して関心が高まってきたも

のと考える。

今回の勉強会のみでは、 NPPV装着患者
に対する看護の手技、知識は十分で、はない。

しかし、 NPPVに対する苦手意識を減ら

し、興味を持つ良いきっかけになったので、

はないかと考える。

【まとめ]症例の少ない救急外来において、

NPPVの装着手技、知識を習得するには、

NPPVの設定操作・マスクフィッティン

グを実践する参加方式が有効であった。ま

た、操作マニュアルを作成したことで、各

自が学習したことの振り返りに役立つて

いる。

[結語]今後は定期的かっ段階的にレベル

アップするための勉強会を継続していく

必要がある。




